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という形で括 らざるを得ない一般的なものがある｡ 具体的には､｢講義の組み立てに計画性 ･目標意識が感じられる｣
｢良く準備された講義であった｣などというものである｡ これに加えて､非常に具体的なレベルで
5.2 <講義等の際の手段 ･方法が良かった>
ということを指摘するものがある｡例えば ｢ビデオを使って具体的な映像の形で示 してくれる｣｢スライ ドで分かり
やすく説明してくれる｣｢マンガをつかって教えてくれた｣｢きちんと内容をまとめて板書 してくれる｣などである｡
【講義 ･演習等 にどのような不満 ･注文があるか】
以上に見てきたように､学生たちは自分の受けてきた (いる)講義等に対する満足感のよってくるところをさまざ
まな方向から指摘 してくれているのであるが､これと同時に失望感や不満についてもさまざまな形で述べてくれてい
る｡ 特に項目<1-8>に対する回答としては､具体的なカリキュラム編成等についての注文が数多く見られる｡ し
かしここでは具体的個別的なものは避け､今後における大学での教育や指導について一般的な形での希望や注文 とし
て述べているところを中心に見てみることにしたい｡
学生からの不満や注文の内容として､教官自身のあり方に関するものが圧倒的に多く見られる｡ これをここでは､
9.0 <教官の反省 ･自覚を求めたい>
という形で括っておくことにしよう｡この中でまず目につくのは､何らかの形で
9.1 <教育者としての自覚を持ってほしい>
と注文するものである｡例えば､｢自分の世界にひたりこむだけでなく､学生のための講義をしてはしい｣｢もっとや
る気を出してほしい｣｢研究者である前に教師であってほしい｣などという注文である｡
これに関連 して､講義等のやり方がおざなりだという批判も多い｡これを､
9.2 <もう少 し工夫して講義等をしてほしい>
という形で括っておくことにしよう｡これは例えば ｢ひたすら先生が読みしゃべるだけ｣｢お経みたいな講義は嫌｣
｢みんなに分かる言葉づかいをしてほしい｣｢もっと学生の反応をみながら講義をしてはしい｣｢ていねいに板書 して
はしい｣｢つまらない講義のくせに出席重視というのは困る｣｢講義の下手な教官が多過ぎる｣｢基礎的な用語につい
ては解説 して使ってほしい｣｢講義についてのオリエンティションをもっとやってほしい｣などという多様な批判で
ある｡
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さらには､学生に対する態度についての不満の声もある｡こうしたものとしては特に､
9.3 <学生を見下すような態度はやめてほしい>
といった注文が多い｡具体的には､｢学生をバカにするような態度が見られる｣｢見下ろすような態度をしないでほし
い｣などである｡
これらに加えて､教官の個人的性癖や性格的なものについての批判がある｡ これは一応､
9.4 <日常的な態度を反省してほしい>
と括ることができるであろうか｡これは例えば､｢時間的にルーズである｣｢中途半端な感じである｣｢融通がきき過
ぎる教官と融通の全くきかない教官がいる｣などである｡
そして､教官との間に人間的で教育的な関係そのものを求めるものとして､
9.5 <学生ともっと密接につきあってほしい>
という趣旨の声も少なくない｡例えば､｢一部を除き､教官と学生の関係が希薄なのは残念である｣｢学生がどんどん
偉い先生のところへ出入りできるような雰囲気になってほしい｣などである｡
【学生の理解適度について】
最後に､学生が講義等をどの程度まで理解できるとしているかについて､簡単に触れておくことにしたい｡大学ご
とに､また学部ごとに相違があるのは当然であるが､京都大学の場合には､
｢よく理解できる｣が1･2回生で12%､3･4回生で4%､
｢大体は理解できる｣が､ 1･2回生で42%､3･4回生で56%､
｢時々理解が困難｣が､ 1･2回生で42%､3･4回生で36%､
｢多くは理解が困難｣が､1･2回生で4%､3･4回生で4%､
であった｡大阪大学の場合には､
｢よく理解できる｣が､1･2回生で22%､3･4回生で4%､
｢大体は理解できる｣が､1･2回生で54%､3･4回生で67%､
｢時々理解が困難｣が､ 1･2回生で12%､3･4回生で25%､
｢多くは理解が困難｣が､1･2回生で12%､3･4回生で4%､
であった｡大阪外国語大学の場合には全員が1･2回生であり､
｢よく理解できる｣が､7%､
｢大体は理解できる｣が､50%､
｢時々理解が困難｣が､34%､
｢多くは理解が困難｣が､3%､
他は無回答であった｡
大学ごとに回答者数も異なり､調査対象学部も異なるので､ごく大まかなことしか言えないが､京都大学､大阪外
国語大学では､一般に､ 1･2回生に対して提供する講義 ･演習等の内容や方法を学生に容易に理解できるものとす
るよう､なお一層の努力が必要とされるのではないだろうか｡
この調査に対する回答の中には､ごく少数ながら学生自身の反省の言葉が書かれている場合もあり､心強く感じら
れる｡例えば､｢学生自身が変わらなければ大学は変わらない｣｢学生として努力しなければならないと考えるように
なった｣｢学生がもっと自主的に勉強するようにならなくてはならない｣などである｡ 講義等の理解状況を改善 して
いくためにも､もっと一般的に大学の教育活動の改善､改革をはかっていくためにも､結局のところ､教官と学生と
いう両当時者がそれぞれ反省し､それぞれの立場で努力 していくことが不可欠であろう｡ 教官としては､この意味に
おいて､本小論にまとめてみた諸点について自分自身のあり方を振り返り新たな工夫 ･努力をおこなうと同時に､折
に触れて学生諸君の自覚を促していくことを考えていかねばならないのではないだろうか｡
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